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美容サロンのAI活用｜施術中の電話取りこぼし7割を解消し、売上を守る方法

カテゴリー：運用・活用ノウハウ

美容サロンの最大の悩みは「電話に出られないこと」です。

施術中にハサミを持つ手を止めて電話に出る。カラーの放置時間中に急いで受話器を取る。お客様の前で「少
々お待ちください」と中断する -  どれも顧客体験を損なう行為ですが、電話を無視すれば予約を逃す。

調査によると、営業時間外や施術中で出られない電話による予約の取りこぼしは、全予約ニーズの約7割に達
するとされています。月間売上への影響は約5%、金額にして5万〜10万円の機会損失です。

日本の理美容サロン市場は2025年に2兆1,260億円。店舗数は過去最多を更新し続けており、オーバーストア状
態での集客競争は年々激しくなっています。この環境で月5〜10万円の取りこぼしは、年間60〜120万円。小規
模サロンにとっては致命的な数字です。

なぜ美容サロンの電話問題は解決しにくいのか

構造的なジレンマ

美容サロンの電話は「予約が集中する時間帯」と「スタッフが最も忙しい時間帯」が完全に重なります。

予約が集中するのは平日17時以降と土日の午前中。しかし、この時間帯はまさに施術のピークタイム。受付専
任スタッフを雇う余裕がない小規模サロンでは、スタイリスト自身が電話対応を兼務せざるを得ません。

さらに、夜間のネット予約ニーズが非常に高まっています。ネット予約が全体の約68%を占めるようになった
一方、「電話で直接相談したい」「急ぎで予約を変更したい」というニーズは依然として残っています。

受付スタッフを雇うコスト

受付専任スタッフを1名雇用すると、月額20〜25万円（パート含む）のコストが発生します。しかし、ピーク
時間帯のみの対応なら1日4〜5時間。フルタイムで雇うほどの業務量はない。かといって、ピーク時間だけの
パートは採用が困難。
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この「フルタイムほどではないが、無視もできない」という中途半端な業務量が、美容サロンの電話問題を構
造的に解決困難にしています。

AI音声インテリジェンスという第三の選択肢

「自分で出る」か「スタッフを雇う」の二択に、「AIに任せる」という第三の選択肢が加わりました。

AI音声インテリジェンスを導入すると、電話の一次対応をAIが自動で行います。

「お電話ありがとうございます。ご予約のお問い合わせですか？ ご希望のメニューとお日にちをお聞かせく
ださい。」

自然な声でお客様と対話し、空き状況を確認して予約を確定。施術中のスタイリストの手を止める必要はあり
ません。

24時間対応。 夜22時に「明日の朝、カットできますか？」という電話にも、AIが即座に対応します。営業時間
外の取りこぼしがゼロに。

急な予約変更にも対応。 「来週の火曜を木曜に変えたいんですが、午後は空いてますか？」 -  文脈を理解し
た自然な会話で、予約システムと連携して変更を完了します。

コスト比較

受付スタッフ1名雇用：月額20〜25万円。年間240〜300万円。
電話代行サービス：月額1〜3万円。ただし営業時間内のみ、定型対応のみ。
AI音声インテリジェンス：月額数万円。䐶䐸時間対応、自然な対話、予約システム連携。

取りこぼし解消による売上回復（月5〜10万円）を加味すると、AI導入は初月からプラスの投資になります。

まとめ：施術に集中できるサロンが、お客様に選ばれる

美容サロンの本質的な価値は「施術の品質」と「お客様との信頼関係」です。電話対応にスタイリストの時間
と集中力が奪われている状態は、本業の品質を下げている状態です。
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電話はAIに。施術はスタイリストに。この分業で、取りこぼし7割を解消し、お客様には「いつ電話しても対
応してくれるサロン」という安心感を提供する。27万軒の競争を勝ち抜く武器は、最新の施術技術だけではあ
りません。

関連記事： 音声AIインテリジェンス技術とは？ ／ AI営業電話サービス完全ガイド2026 ／ ゼロタッチ運用とは
？

Leadsiaは、AI営業インテリジェンス「ALICE」、AI音声インテリジェンス「SOPHIA」、AI業務インテリジェン
ス「LYDIA」を通じて、日本のB2B企業の営業DXを支援するセールステックSaaS企業です。各AIエージェント
の頭脳にはAnthropicのClaudeを採用し、Constitutional AI（憲法AI）に裏打ちされた安全性と会話品質を両立
した営業自動化を実現しています。

詳しくは[Leadsia公式サイト]をご覧ください。

© Leadsia Inc.


